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国
土
交
通
省
と
経
済
協
力

開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は

エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
度

四
月
十
一
日
、
東
京
・
千
代

田
区
の
日
経
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

で
は
環
境
保
全
に
関
す
る
取

り
組
み
を
約
束
し
、
率
先
し

て
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
事
業

活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
を

環
境
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
企
業

と
し
て
環
境
相
が
認
定
。
民

定
企
業
は
同
協
議
会
に
加
盟

ス
ル
ー
ム
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
土

・
地
域
政
策
レ
ビ
ュ
ー
公
表

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
た
。
日
本
の
国
土
・
地
域

政
策
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
の
危
機
を
チ

ャ
ン
ス
に
変
え
る
戦
略
と
し

し
、
地
球
環
境
保
全
と
地
球

社
会
全
体
の
持
続
可
能
な
発

て
国
土
形
成
計
画
に
掲
げ
た

対
流
促
進
型
国
土
の
実
現
に

向
け
て
議
論
し
、
人
口
減
少

・
高
齢
化
先
進
国
日
本
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

急
激
な
人
口
減
少
・
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
日
本
で
は

地
域
社
会
の
存
続
や
都
市
の

展
と
い
う
二
つ
の
目
標
達
成

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

当
日
の
総
会
に
は
委
任
状

を
含
め
て
加
盟
三
十
五
社
が

出
席
。
冒
頭
、
和
田
議
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
パ
リ
協

定
の
公
約
達
成
に
向
け
て
環

境
問
題
の
解
決
と
企
業
経
営

を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
わ
れ

わ
れ
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
企

業
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
る
。
企
業
間
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
温
暖
化

防
止
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

競
争
力
低
下
、

経
済
成
長

へ
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
人
口
危

機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
た

め
、
政
府
は
昨
年
八
月
に
新

た
な
国
土
形
成
計
画
を
策

定
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
は
国
土
・
地
域
政
策
の

レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
評
価
・

勧
告
を
ま
と
め
た
。

当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

は
行
政
・
業
界
関
係
者
な
ど

二
百
名
超
が
参
加
。
冒
頭
、

石
井
啓
一
国
交
相
が
あ
い
さ

述
べ
、
一
層
の
協
力
を
要
請

し
た
。

ま
た
来
賓
を
代
表
し
て
丸

川
環
境
相
が
「
日
頃
か
ら
先

進
的
な
取
り
組
み
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

企
業
の
皆
さ
ま
は
ま
さ
し
く

世
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
で
あ
り
、
私
ど
も
の

か
け
が
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ

ー
だ
。
安
全
・
安
心
な
未
来

に
向
け
て
さ
ら
に
連
携
を
強

め
、
皆
さ
ま
と
共
に
積
極
的

に
行
動
し
て
い
き
た
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

議
案
審
議
で
は
二
〇
一
五

年
度
事
業
・
収
支
決
算
報

告
、
二
〇
一
六
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
を
原
案

ど
お
り
承
認
。
議
長
・
副
議

長
の
選
任
で
は
和
田
議
長
を

は
じ
め
副
議
長
に
瀬
戸
欣
哉

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

ら
を
選
出
し
た
。

新
年
度
は
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
国
民
運
動

「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
」
や
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
じ

て
環
境
行
政
と
の
連
携
を
一

段
と
強
化
す
る
。
こ
れ
に
伴

い
加
盟
企
業
に
よ
る
コ
ラ
ボ

つ
に
立
ち
「
人
口
減
少
・
高

齢
化
の
中
で
活
力
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
た
め
、
今
年
を

生
活
革
命
元
年
と
名
づ
け

た
。
未
来
を
危
機
と
す
る
の

も
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
の
も
政

策
次
第
だ
。
世
界
に
発
信
で

き
る
実
り
あ
る
議
論
を
期
待

す
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
ア
ン
ヘ
ル
・
グ
リ

ア
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
総
長
が

「
人
口
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
に
は
」
、
本
東
信
同

省
国
土
政
策
局
長
が
「
人
口

レ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
発
信
や

エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
ー
ク

の
使
用
・
普
及
促
進
に
努
め

て
い
く
。

イ
ベ
ン
ト
関
係
で
は
七
月

か
ら
九
月
中
旬
に
か
け
て
第

七
回
「
エ
コ
と
わ
ざ
」
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
。
十
二
月
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
る
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２

０
１
６
で
表
彰
式
を
行
う
。

五
月
二
十
日
か
ら
三
日

間
、
東
京
・
新
宿
御
苑
で
開

か
れ
る
ロ
ハ
ス
デ
ザ
イ
ン
大

賞
２
０
１
６
新
宿
御
苑
展
で

は
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
市

民
に
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
企

業
の
取
り
組
み
を
わ
か
り
や

す
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

六
月
四
〜
五
日
の
両
日
、

東
京
・
代
々
木
公
園
で
開
催

さ
れ
る
エ
コ
ラ
イ
フ
・
フ
ェ

ア
２
０
１
６
で
は
環
境
省
と

共
同
で
出
展
し
、
エ
コ
・
フ

ァ
ー
ス
ト
制
度
の
認
知
向
上

を
め
ざ
す
。

総
会
終
了
後
、
関
荘
一
郎

環
境
事
務
次
官
が
「
パ
リ
協

定
か
ら
始
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン

50
―
80
」
と
題
し
て
講
演

し
、
環
境
対
策
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

危
機
に
立
ち
向
か
う
新
た
な

国
土
形
成
計
画
」
と
題
し
て

基
調
講
演
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
人
口
減

少
・
高
齢
化
先
進
国
日
本
が

世
界
に
発
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
テ
ー
マ
に
奥
野
信
宏

国
土
審
議
会
会
長
、
ア
ン
・

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
上
智
大
学
大

学
院
教
授
、
川
勝
平
太
静
岡

県
知
事
、
サ
ブ
リ
ナ
・
ル
カ

テ
リ
イ
タ
リ
ア
大
統
領
府
政

策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
が

活
発
に
意
見
交
換
し
た
。
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総会で新年度事業計画決定

官
民
一
体
で
温
暖
化
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進
協
議
会
（
議
長
・
和
田
勇
積
水

ハ
ウ
ス
㈱
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
四
月
十
一
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
二
〇
一
六
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
加
盟
企
業
と
し
て
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
、
㈱
ノ
ー
リ
ツ
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
、
㈱
ク
ボ
タ
な
ど

が
集
い
、
新
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
満
場
一
致
で
決
定
。
丸
川
珠
代
環
境
相
も
出
席
し
、
環
境
先
進
企
業
と
環
境

行
政
の
信
頼
関
係
構
築
に
よ
る
一
層
の
取
り
組
み
強
化
へ
意
欲
を
新
た
に
し
た
。
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石井国交相

グリア事務総長 和田議長

関事務次官

丸川環境相
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